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令和６年１月 20日（土）に山口県セミナーパークにて、「地域連携教育再加速フォーラム ～であう 

つながる まなびあう～」を実施しました。当日は小・中学校、高等学校、総合支援学校の児童生徒及

び保護者、学校関係者、地域関係者、行政関係者等を含む 800人を超える方々に御参加いただきました。

県内各地で行われている地域連携教育の取組の共有や熟議での議論を通して、参加者のつながりが深ま

るとともに、講義・講演では新たな知見が得られるなど、持続可能な学びの循環に向けた体制の構築に

つながる、まさに「再加速」にふさわしいフォーラムとなりました。当日の様子を紹介します。 

 

 

■「やまぐち型社会連携教育推進事業」実施校と発表テーマ 

 ☞「総合的な探究の時間」を中心に学びを深めたことについてまとめ、発表しました。 
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「家庭の元気応援キャンペーン」 
マスコットキャラクター「ファミリン」 

ポスターセッション 

□県立周防大島高等学校     「周防大島の課題とその対策」 

□県立岩国高等学校広瀬分校   「地域ではたらくことについて考えよう（錦町の仕事図鑑）」 

□県立岩国総合高等学校     「地域探訪 ～岩国の現状と課題の解決策について～」 

□県立高森高等学校       「世界に獺祭を ～岩国を越えてその先へ～」 

□県立岩国工業高等学校     「地域を支える産業人育成を図る地域連携推進プロジェクト」 

□県立柳井高等学校       「高校生が提案する『小学校における効果的な ICT 活用方法』」 

□県立田布施農工高等学校    「農工維新！田布施あい 3（あいキュービック）プロジェクト」 

□県立光高等学校        「光市が住みたいと思われる街になるための質問・提案・企画を発表」 

□県立華陵高等学校       「高校生主催のマルシェで地域活性化大作戦」 

□県立新南陽高等学校      「無敵の笑顔でひらくミライ ～知りたいその仕事ミステリアス～」 

□県立防府高等学校佐波分校   「放置竹林解決のための活動について」 

□県立山口農業高等学校西市分校 「地域の食材を活用した商品開発 ～豊田町の魅力ましまし大作戦～」 

□県立宇部中央高等学校     「宇部から未来につながる食育」 

□県立小野田工業高等学校    「地域のために私たちができること探し ～工業高校の強みを活かして～」 

□県立美祢青嶺高等学校     「美祢市探究プロジェクト インスタフォローで 100 円引き！」 

□県立長府高等学校       「我らが長府の！食品ロス問題！？」 

□県立大津緑洋高等学校     「つながりとかけざんで愛さずにはいられないまちにし隊！」 

□県立萩高等学校        「萩着物ウィーク」 

□県立下関中等教育学校     「カナダで学んだマルチカルチャリズムと SDGs」 
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■「子どもが地域の先生プロジェクト」実施校と発表テーマ 

 ☞「子どもも大人も学び合い育ち合う取組」について実施したことをまとめ、発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

☞県立田布施総合支援学校による喫茶サービスを実施しました。 

 

 ☞児童生徒を交えたグループ熟議を実施しました。 

 

 

 

 

 

 ☞山口県の地域連携教育を再加速するための貴重なお話をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□岩国市立由宇中学校   「運動・スポーツで、地域を元気いっぱいに！」 

□柳井市立日積小学校   「ひづみは づーっと みんなのふるさと」 

□周南市立周陽中学校   「地域総合防災訓練を通して、大人も子どもも見つめる『地域の自分』」 

□山口市立平川中学校区  「平川地域あいさつ活性化運動『平川あいさつロード』」 

□宇部市立藤山中学校   「住みよさ日本一の藤山をめざして」 

□下関市立豊北小学校   「ふるさと探究『自分の言葉でふるさとの自慢ができる』」 

□萩市立むつみ小学校   「むつみを元気に！子どもたちの挑戦が地域の活性化や自分の成長へ」 

県立田布施総合支援学校 高等部 はぐくみ Café 

熟議 

【熟議テーマ】 
□子どもも大人も学び合う 

社会の実現に向けてできること 

□ともにつなげよう！子どもたちの学び 

□ともにひろげよう！子どもたちの世界 

講義・講演 

「『総合的な探究の時間』において 
大切にしたいこと」 

福井県教育委員会高校教育課 
参事 渡邉 久暢 様 

「ＣＳ経営について」 
 
文部科学省総合教育政策局 
ＣＳマイスター 小西 哲也 様 

「山口県の地域連携教育への 
さらなる期待」 

文部科学省大臣官房 
審議官 安彦 広斉 様 

【参加者の感想】 
○子どもたちのポスターセッションが大変素晴らしかったです。自信をもって堂々と発表する姿に、地域連
携教育のめざす子どもの姿を見ることができたように思います。また、熟議や講義も、自分の考えを深め
るのに役立ちました。 

○高校生で参加しました。私たちの活動を学校や地域のみで留まるのではなく、多数の学校と地域・教育関
係者の方とセッションできて大変有意義な時間を過ごすことができました。 
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 児童生徒、ＣＳ関係者や教職員等が学校や地域の魅力を伝えるプレゼン動画の作成と活

用を通して、ＣＳとしての学校運営の一層の充実と学校の特色化・魅力化を図るために、「や

まぐちＣＳプレゼンツ 2023」を実施しました。プレゼン動画からは、各学校や地域の魅力

が十分伝わってきます。今年度末まで、右の二次元コード（または、当課のホームページ）

から応募校全てのプレゼン動画を視聴することができますので、ぜひ御覧ください。 

 

 

 

 

 

 県立周南総合支援学校 

やまぐちＣＳ 
プレゼンツ 2023 
Webページ 
二次元コード 

推奨校 下松市立下松小学校 

児童会目標を軸にした取組やグ
ランドデザイン子ども版の作成な
どを通して、子どもたちが主役と
なり、地域の方も一緒になった学
校づくりが行われています。 

奨励校 柳井市立柳井小学校 

各学年と地域が連携した取組が
充実しています。学校運営協議会
や学校応援団だけでなく、柳井市
内の中学校・高等学校との幅広い
連携が具体的に行われています。 

奨励校 周南市立太華中学校 

小中合同熟議等を通して全校生
徒が主体的に課題解決を図り、学
校と地域が連携して学力向上やふ
るさとプロジェクト等に取り組ん
でいます。 

優良校 

岩国市立川上小学校 岩国市立宇佐川小学校 和木町立和木小学校 

周防大島町立三蒲小学校 上関町立上関中学校 田布施町立田布施中学校 平生町立佐賀小学校 

光市立浅江小学校 山口市立大殿小学校 山口市立秋穂小学校 山口市立串小学校 

山口市立大殿中学校 防府市立新田小学校 防府市立佐波小学校 宇部市立原小学校 

山陽小野田市立高泊小学校 山陽小野田市立出合小学校 美祢市立大嶺小学校 美祢市立伊佐中学校 
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「わが家のやくそく大作戦 冬休みチャレンジ」では、多くの家庭から御応募いただ

き、親子の約束を決めて実行していただきました。教職員の皆様には、お忙しい中、応募

の取りまとめをしていただき、ありがとうございました。 

本課ホームページには、応募の中から、各学年 1名ずつどのようなチャレンジをした

のかを掲載しております。右の二次元コードから御覧ください。 

 

 

 

ホームページに記載しているチャレンジをいくつか紹介します。 

 小学生 中学生 計 

冬休みチャレンジ応募者 ９，４０５人 ２，９８２人 １２,３８７人 

学年 小学校 ３年生 

やくそく 毎日、家族みんなと遊ぶ。 

児童の 

感想 

毎日はできなかったけど、土・日曜日にまたできたらいいなと思っています。みんなで遊んで

いつもより盛り上がって楽しかったです。 

保護者 

の感想 

「毎日、みんなで」がむずかしかったですね。小さい妹も一緒に遊びができるように考えてくれ

てありがとう。これからも家族みんなで楽しんで生活していきましょう。 

学年 小学校 ６年生 

やくそく 健康のために、外で歩いたり、家の中で運動する。 

児童の 

感想 

姉と一緒に楽しく体を動かすことができました。学校の話や部活の話などたくさん話すこと

ができたので、うれしかったです。 

保護者 

の感想 

寒さに負けず、姉と一緒にランニングしたり、自転車に乗ったり、家の中でもしっかり体を動

かし、汗をかいていました。お互いが刺激しあっていて、とても楽しそうに過ごしていました。 

学年 中学校 2年生 

やくそく 地域の行事に積極的に参加する。 

生徒の 

感想 

友だちと地域の行事に参加して、普段できないことができて楽しかったと感じたし、年代が違

う人たちともかかわることが大切だと気づきました。 

保護者 

の感想 

地域の人には学校の登下校をはじめ、普段から助けられています。感謝の気持ちを忘れずに

過ごしてほしいです。 

美祢市立麦川小学校 下関市立岡枝小学校 下関市立長府中学校 萩市立椿西小学校 

長門市立明倫小学校 長門市立日置中学校 阿武町立福賀小学校 

わが家のやくそく大作戦 
冬休みチャレンジ 
Webページ 
二次元コード 
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「家庭教育支援チーム」とは、学校や地域、教育委員会などの行政機関や福祉関係機関等と連携・協

働しながら、子育てや家庭教育についての相談活動や講座等を実施し、子育てや家庭教育をサポートす

るために市町等で編成されたチームのことです。 

現在、全市町に家庭教育支援チームが立ち上がり、保護者への学習機会の提供や親子参加型行事の開

催、相談活動などの取組を中心に、多様な取組が実施されています。 

家庭教育の充実を図るため、家庭教育支援チームの積極的な活用をお願いします。詳しくは、各市町

教育委員会社会教育・生涯学習主管課へお問い合わせください。 

活動の例 

子育てカフェ、子育てサロン、子育て講座、ふれあい体験、家庭訪問、子育て相談会、情報誌発行 など 

取組の様子 

 

 

 

 

子育てカフェ                     子育て講座 

 

 

 

 

ふれあい体験                子育て講演会                家庭訪問 

 

 

 

令和５年度の社会教育主事講習が開催され、山口県からは、九州大学、広島大学、島根大学、岡山大

学、国立教育政策研究所社会教育実践研究センターの５会場で 31名が受講しました。 

 社会教育主事は「社会教育を行う者に専門的技術的な助言と指導を与える」ことを職務としており、

学校教育以外の教育を推進する役割をもちます。講習では、社会教育主事に必要な資質や能力、その役

割等について、講義や視察等を通して学び、その内容を個人やグループでレポートにまとめました。 

 令和２年度から、本講習を修了した者は社会教育士の称号を得ることができ、社会教育主事の発令が

なくても、地域の中の様々な場面で社会教育を推進する人材として重要視されています。 

 社会教育人材を養成することは、本県の取組である山口県の地域連携教育の推進につながることが期

待されることから、今後も社会教育人材である社会教育主事（社会教育士）の養成に努めていきます。 

 

 

 

 

【受講生の感想】 

○学校関係者だけではなく、行政関係の人やＮＰＯ職員、一般の人も参加していて多くの人の意見を聞

くことができて深い学びとなった。 

○学校教育とは違う視点で社会を捉えられるようになってきたと思った。社会から見ると学校がいかに

狭いかも分かったし、行政から社会を見たことがなかったので、日々新しいことを勉強することがで

きた。また、自分の所属する地域連携について見つめ直すきっかけになった。 
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地域の特色を生かしたエコツアーを通して、自然環境や歴史文化等を体験しながら学ぶことで、自然

や文化を守り、未来への遺産として引き継いでいく活力ある地域人材を育成するという趣旨の下、“島

じゅうキャンパス”魅力発見エコツアーを実施しました。12月 23日(土)～25日（月）の２泊３日のプ

ログラムに県内各地の小学４年生～中学生 22 名が参加し、みかん・文化・自然をテーマとした様々な

体験を通して、周防大島への理解を深めました。 

【概要】 

１日目 
・オリエンテーション、仲間づくり 

・焚火、焼き芋 

２日目 

・グループ別エコツアー 

Aグループ みかん収穫体験、ジュース・ジャム作り、缶詰デザイン 

Bグループ フラダンスレッスン、ハワイ移民資料館見学、レイ作り 

Cグループ 巌門・真宮島で材料集め、クリスマスリース作成 

・みかん鍋材料調達、調理 

３日目 ・エコツアー発表会 

 

 

 

 

 

 

１日目 ２日目 

オープニングセレモニー 

 

焚火で焼き芋に挑戦 

 

みかん収穫体験 

 

２日目 ３日目 

フラダンス用レイ作り 

 

自然の漂流物でリース作り 

 

体験した周防大島の魅力を発表 

 

【参加者の感想】 

○みかん鍋を作ったり、みかんの収穫やジュースとジャムを作ったり等、普段体験できないことをツア

ーですることができた。友だちと積極的に話せるようになったから、学校でも生かしたい。 

○人のことを考えて行動することが大切だと思った。みんなと話すことができるようになった。人との

協力やつながりの大切さを改めて感じた。この経験を生かして、日頃から時間を守れるようにした

い。 

○仲間と一緒に考えて、行動して、感動できてうれしかった。協力とかをするのが苦手で、気が進まな

いこともあったけど、このツアーでそれをすることの楽しさを知ることができてよかった。 


